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東
日
本
大
震
災
後
、
復
興

へ
向
け
本
格
的
に
始
動
す
る

平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、

２４

過
去
最
大
の
予
算
規
模
で
一

般
会
計
の
総
額
は
、
２
、６

３
２
億
円
、
前
年
度
当
初
予

算
に
比
べ
２
、０
１
４
億
５

千
万
円
、
３
２
６
・
２
％
の

増
と
な
り
、
各
種
特
別
会
計

を
含
む
総
額
は
対
前
年
比
１

９
５
％
増
の
３
、２
５
５
億

５
千
万
円
と
な
っ
た
。

　

市
税
は
対
前
年
度
比　

・
３８

９
％
の
減
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
個
人
や
法
人
市
民
税
に
つ

い
て
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
や

震
災
に
よ
る
個
人
所
得
や
課

税
対
象
法
人
数
の
減
、
固
定

資
産
税
の
家
屋
や
償
却
資
産

の
滅
失
、
評
価
替
え
等
に
よ

る
も
の
。
地
方
交
付
税
は
、

４
８
９
億
２
千
万
円
で
対
前

年
比
１
３
６
・
１
％
増
、
国

庫
支
出
金
は
１
、６
７
２
億

８
千
万
円
と
対
前
年
比
２
、

１
６
５
・
４
％
増
、
県
支
出

金
は
１
５
２
億
３
千
万
円
の

対
前
年
比
３
４
１
・
３
％
増
、

市
債
は
、
１
０
６
億
５
千
万

円
、
対
前
年
比　

・
９
％
の

９８

増
、
繰
入
金
は　

億
９
千
万

３７

円
と
対
前
年
比
２
６
７
・
１

％
の
増
と
な
っ
た
。

　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
、

災
害
復
興
住
宅
整
備
事
業
、

高
等
学
校
統
合
整
備
事
業
、

中
小
企
業
復
旧
支
援
事
業
助

成
事
業
、
漁
港
・
道
路
・
地

域
情
報
通
信
施
設
等
の
災
害

復
旧
に
要
す
る
経
費
な
ど
の

投
資
的
経
費
は
、
６
８
０
億

円
、
対
前
年
比
１
、４
５
３
・

６
％
増
と
な
っ
た
。
被
災
者

生
活
支
援
に
係
る
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
経
費
、

応
急
仮
設
住
宅
管
理
経
費
、

災
害
廃
棄
物
処
理
経
費
や
震

災
被
災
者
等
の
就
労
支
援
業

務
委
託
料
な
ど
、
市
民
生
活

や
産
業
の
進
展
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
事
業
を
厳
選
し

た
復
旧
、
復
興
に
向
け
た
予

算
を
可
決
し
た
。

平
成　

年
度　

復
興
元
年
予
算
を
可
決

２４復
興
へ
向
け
本
格
ス
タ
ー
ト

歳　

入

歳　

出

過
去
最
大
規
模
の
予
算
を
可
決

前
年
比
1
9
5
％
増　

当
初
総
額
3
、2
5
5
億
5
千
万
円

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月　

日
か
ら
３
月　

日
ま
で

２４

２９

２６

の　

日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
市
長
の
施
政
方
針
演
説
と
こ
れ

２７
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成　

年
度

２４

各
種
会
計
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
条
例
、
平
成　

年
度
各
種
会
計

２３

補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
の
市
長
提
出
議
案　

件
と
委
員
会
提

５６

出
議
案
３
件
及
び
議
会
提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に
対
し
附
帯
決
議
が
出
さ
れ
、

２４起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第１回定例会

の使いみち
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前年度比
 (％）

予算額
(千円)

会計区分

326.2263,200,000一般会計

皆増209,712,003復旧復興分

▲13.453,487,997通常分

42.559,941,534特別会計

296.89,238,448土地取得

内　
　
　
　
　
　

訳

33.0427,178水産物地方卸売市場事業

▲9.422,408駐車場事業

136.917,503,647下水道事業

64.528,568漁業集落排水事業

140.7994,943農業集落排水事業

▲3.944,226浄化槽整備事業

3.619,774,655国民健康保険事業

0.81,543,959後期高齢者医療

▲4.910,363,502介護保険事業

▲63.22,407,803病院事業会計

195.0325,549,337合　　　計

▼山積みされた災害廃棄物

2,632億円 
平成24年度　一般会計予算

過去最大
規模

復興元年

■平成２４年度当初予算の主な事業
災害派遣職員関係費　 4億7732万円
子ども医療対策費　 3億9385万円
東日本大震災援護費　 65億 383万円
応急仮設住宅管理費　 1億5540万円
災害廃棄物処理事業費　 1205億8052万円
震災等緊急雇用対応事業費　 23億7550万円
農業復興対策費　 3億9467万円
水産業復興対策費　 2億4284万円
商工業復興対策費　 7億5000万円
中小企業等融資関係費　 13億5134万円
被災市街地復興土地区画整理事業費（委託料）

21億7500万円
防災集団移転促進事業費　 215億1300万円
災害復興住宅整備事業費　 121億7339万円
被災児童通学支援事業費　 3億4907万円

<一般会計予算の内訳>

歳出総額 
2,632億円 

衛生費 
1,275.7（48.5％） 土木費 

568.1（21.6％） 

民生費 
256.9（9.8％） 

商工費 26.7（1.0％） 

農林水産業費 23.7（0.9％） 

災害復旧費 
196.8（7.5％） 

公債費 82.8（3.1％） 

総務費 68.2（2.6％） 

教育費 66.2（2.5％） 

消防費 36.3（1.4％） 

その他 30.6（1.1％） 

■平成24年度各種会計のあらまし

２　歳出（目的別） 単位：億円

歳入総額 
2,632億円 

市税 105.6（4.0％） 

その他 
79.4（3.0％） 

国庫支出金 
1,672.8（63.6％） 

地方交付税 
489.2（18.6％） 

依存財源 
2,447.0（93.0％） 

自主財源 
185.0（7.0％） 

県支出金 
152.3（5.8％） 

市債 
106.5（4.0％） 

譲与税・交付金 
26.2（1.0％） 

１　歳入 単位：億円
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中
瀬
地
区
整
備
の
方
向
性
等
に
つ

い
て
伺
う
。

　

中
瀬
地
区
は
、
津
波
に
よ
り
店
な

ど
が
流
出
し
、
石
ノ
森
萬
画
館
と
ハ

リ
ス
ト
ス
正
教
会
だ
け
が
残
っ
た
状
態
と

な
っ
て
い
る
。

　

地
盤
沈
下
が
著
し
く
、
災
害
の
危
険
性
は

今
後
も
高
い
と
認
識
し
て
お
り
、
新
た
な
建

造
物
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
危
険
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
本
市
は
、
古
来
よ
り
旧
北
上
川
、

そ
し
て
中
瀬
地
区
を
中
心
に
発
展
を
遂
げ
て

き
て
お
り
、
川
と
堤
防
と
中
瀬
公
園
と
い
っ

た
コ
ン
セ
プ
ト
は
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
、
中
心
市
街
地
も
含
め
、

ひ
と
つ
の
観
光
エ
リ
ア
を
形
成
す
べ
き
場
所

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
公
園
と
し
て
整
備
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、

空
間
を
利
用
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
で

の
利
用
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
た
計

画
の
策
定
を
進
め

て
い
き
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

　

３
月
７
日
か
ら
９
日
の
本
会
議
で
、
予
算
や
条
例
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案

が
審
議
さ
れ
、
総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

各
常
任
委
員
会
で
の
審
査

　

条
例
改
正
に
係
る
消
防
団
の
状
況

と
組
織
運
営
は
。

　

現
在
７
団
長
が
各
地
区
の
消
防
団

長
と
し
て
存
在
し
て
い
る
が
、
４
月

１
日
以
降
は
７
団
を
統
括
す
る
団
長
が
誕
生

し
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
団
は
「
地
区
団
」
と

い
う
名
称
に
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
歴
史
的
な
慣

習
、
風
習
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
区
の
活

動
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
地
区

団
長
が
指
揮
監
督
す
る
こ
と
と
し
、
市
全
域

で
活
動
す
る
場
合
は
、
命
令
に
よ
り
他
地
域

へ
活
動
に
行
け
る
体
制
統
合
を
図
る
。

　

石
巻
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
務
企
画
委
員
会

　

災
害
廃
棄
物
処
理
の
処
理
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
。

　

宮
城
県
に
委
託
し
て
い
る
災
害
廃

棄
物
二
次
処
理
業
務
に
つ
い
て
、
現

在
（
３
月　

日
現
在
）
建
設
中
の
一
基
目
の

２１

焼
却
炉
は
、
本
年
５
月
か
ら
稼
動
す
る
予
定

で
、
五
基
全
て
の
本
格
稼
動
は
７
月
か
ら
８

月
頃
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

国
の
瓦
礫
処
理
に
関
す
る
指
針
で
は
、
平

成　

年
３
月
ま
で
に
処
理
を
完
了
す
る
と
し

２６
て
い
る
が
、
広
域
処
理
（
県
外
搬
出
）
が
風

評
被
害
に
よ
っ
て
当
初
の
見
込
み
よ
り
遅
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
約
６
０
０
万
ト
ン
の

瓦
礫
の
処
理
は
現
時
点
で
は
極
め
て
難
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

今
後
、
広
域
処
理
に
つ
い
て
は
宮
城
県
の

み
な
ら
ず
被
災
市
も
連
携
し
な
が
ら
、
広
域

処
理
に
向
け
た
理
解
と
協
力
を
求
め
て
い
く
。

瓦
礫
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

中
瀬
整
備
の
方
向
性
つ
い
て

市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

個
人
住
民
税
均
等
割
の
税
率
引
き

上
げ
に
よ
る
税
収
へ
の
影
響
は
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
関

し
、
市
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の

施
策
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
た
め
、
平
成

　

年
度
か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
間
、
均
等

２６

３５

割
の
税
率
を
３
、０
０
０
円
か
ら
３
、５
０
０

円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
平
成　

年
２３

度
と
比
較
し
て
２
、６
０
０
万
円
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
る
。

福
祉
避
難
所
に
つ
い
て

保
健
福
祉
委
員
会

　

災
害
時
の
要
援
護
者
の
た
め
の
福

祉
避
難
所
開
設
の
た
め
の
協
定
は
ど

の
よ
う
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

現
在
、
介
護
事
業
所　

箇
所
、
障

１１

害
者
事
業
所
３
箇
所
、
直
営
２
箇
所

の
合
計　

箇
所
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
い
る
。

１６

　

今
後
、
各
事
業
所
と
協
定
の
締
結
を
進
め

な
が
ら
福
祉
避
難
所
の
あ
り
方
、
ど
の
よ

う
な
場
所
で
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
等
に
つ

い
て
、
災
害
検
証
の
中
で
各
団
体
の
意
見
を

伺
い
、
議
論
を
積
み
重
ね
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。
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・財産の無償譲渡､無償貸付について
・権利の放棄について
・宮城県市町村職員退職手当組合規約の変更について
・市道路線の認定､廃止､変更について
・工事委託の年度協定（平成２４年度）の締結について

・人権擁護委員候補者を推薦するにつき意見を求める
ことについて

・教育委員会委員を任命するにつき同意を求めること
について

・東日本大震災からの復興を誓う決議（Ｐ７に掲載）
・死別の父子家庭もひとり親家庭として平等に国の支
援を求める意見書

・「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法
制化を求める意見書

・第39号議案平成２４年度石巻市病院事業会計予算に
対する附帯決議（Ｐ６に掲載）

・石巻市コミュ二ティセンター条例
・石巻市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に
関する条例
・東日本大震災に伴う石巻市震災奨学金給付条例
・石巻市上釜ふれあい広場条例
・東日本大震災による被災施設の廃止等に伴う関係条
例の整備に関する条例
・石巻市職員定数条例の一部を改正する条例
・石巻市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部
を改正する条例
・石巻市市税条例の一部を改正する条例
・障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて
障害保健福祉施策を見直すまでの間において障害者等
の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

・石巻市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例
・石巻市在宅介護支援センター条例の一部を改正する
条例
・石巻市介護保険条例の一部を改正する条例
・東日本大震災に伴う石巻市介護保険料の減免に関す
る条例の一部を改正する条例
・石巻市墓地条例の一部を改正する条例
・石巻市企業誘致条例の一部を改正する条例
・石巻市下水道条例の一部を改正する条例
・石巻市営住宅条例の一部を改正する条例
・石巻市消防団条例の一部を改正する条例
・石巻市東日本大震災復興交付金条例
・石巻市職員の給与の特例に関する条例
・石巻市職員の給与に関する条例等の一部を改正する
条例

・平成２４年度石巻市一般会計予算
・平成２４年度石巻市土地取得特別会計予算
・平成２４年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市駐車場事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市下水道事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市漁業集落排水事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市農業集落排水事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市浄化槽整備事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市国民健康保険事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市後期高齢者医療特別会計予算
・平成２４年度石巻市介護保険事業特別会計予算
・平成２４年度石巻市病院事業会計予算
・平成２３年度石巻市一般会計補正予算（第１１号・第１２号）
・平成２３年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計
補正予算（第６号）
・平成２３年度石巻市下水道事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２３年度石巻市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２３年度石巻市農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２３年度石巻市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第３号）
・平成２３年度石巻市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２３年度石巻市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
・平成２３年度石巻市介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
・平成２３年度石巻市病院事業会計補正予算（第３号）

第1回定例会　起立採決のあった議案に対する各議員の賛否
議会案第１号第

３９号議案平成２４

年度石巻市病院

事業会計予算に

対する附帯決議

教育委員会委

員を任命する

につき同意を

求めることに

ついて

委員会提出議

案第１号 

東日本大震災

からの復興を

誓う決議

氏  名

議
席
番
号

○×○阿部　久一1

○×○遠藤　宏昭2

○×○阿部　純孝3

○○○黒須　光男4

○×○�橋　左文6

○○○山口荘一郎7

×○○大森　秀一8

×○○阿部　和芳9

×○○水澤冨士江10

○×○阿部欽一郎11

○×○安倍　太郎12

○×○丹野　　清13

○×○千田　直人14

○○○櫻田　誠子15

○○○渡辺　拓朗16

×○○千葉　眞良17

×○○阿部　正敏18

×○○青山　久栄19

×○○�橋　栄一20

×○○西條　正昭21

×○○庄司　慈明22

○×○石森　市雄23

○×○松川　惠一24

○×○森山　行輝25

○×○長倉　利一26

○○○伊藤　啓二27

×○○堀川　禎則28

－－－阿部　政昭30

×○○後藤　兼位31

×○○�橋　誠志32

×○○阿部　仁州33

171830賛　　　成

13120反　　　対

※○：賛成、×：反対

※阿部政昭議員は議長であるため採決には加わりません。

第１回定例会に提出された議案と審議結果（２月29日～３月26日開催）

条 例条　　例 （原案可決）

予 算予　　算 （原案可決）

そそ の　の　他他 （原案可決）

人 事人　　事 （異議がない、同意）

（原案可決）委員会・議会委員会・議会



6

第1回定例会で議決した議案の中から

◆石巻市コミュ二ティセンター条例
○現在、施設ごとに制定しているコミュ二ティセンター設置条例を一本化し、新設、廃止する施設を整理する
とともに、これまで条例に規定がなかった「利用料金」についても地方自治法に基づき定める。

◆東日本大震災に伴う石巻市震災奨学金給付条例
　○東日本大震災により両親を亡くした子どもに対し、修学を支援する奨学金給付制度を新たに創設する。
①対　象　者…震災当時市内に住所を有していた両親が、震災により死亡または行方不明となった小・中・高校生。
②給　付　額…小学校に在学する者（月額１万円）、中学校に在学する者（月額２万円）、高等学校に在学する者（月額３万円）
③給付期間…対象者が高等学校を卒業するまで（学校教育法に規定する修業年度内）

可決された条例の中から

○人権擁護委員候補者に�橋壽枝氏、佐藤正道氏、日野ゆう子氏を法務大臣へ推薦する。
○教育委員会委員に窪木好文氏を任命する。

人 事 案 件

　今回の補正予算は、復興支援のため派遣されている他自治体職員の派遣元団体への人件費負担金、補助内示の
あった「離島航路維持費補助金」、「広域バス運行維持対策費補助金」、「放射性物質測定機器購入費」及び「急傾
斜地崩壊対策事業費」などを措置したほか、石巻地方広域水道企業団への災害復旧と震災時応急給水活動に係る
負担金、震災被害のあった石巻ロイヤル病院への修繕補助金及び震災復興基金の積み増しや財政調整基金への積
立金などについて所要額を措置した。また、広域行政事務組合負担金や各種事務事業の執行状況等による整理、
各種特別会計への繰出金、国庫補助金等の確定に伴う歳入予算の整理なども併せて行った。
　また、広域行政事務組合負担金の整理及び職員の人事異動等に伴う人件費の整理を併せて行った。

可決された補正予算のおもな中身は

　

平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に
お
い
て
、
石
巻
市
立
病
院
基
本
設
計
等
業
務

２４

委
託
料
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
石
巻
市
立
病
院
の
再
建
に
関
す
る
事
項

を
調
査
の
た
め
、「
市
立
病
院
建
設
調
整
会
議
」
を
平
成　

年　

月　

日
設
置
し
、
建
設
候
補

２３

１１

１１

地
に
関
す
る
課
題
等
整
理
・
絞
り
込
み
を
行
な
い
８
箇
所
に
取
り
ま
と
め
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
規
模
、
用
地
取
得
、
交
通
環
境
、
災
害
対
策
、
規
制
の
有
無
等
を
選
定
条

件
に
、
現
況
農
地
で
あ
る
「
蛇
田
地
区
」、
同
じ
く
農
地
の
「
渡
波
地
区
」、
そ
し
て
「
石
巻

駅
前
駐
車
場
」
の
３
か
所
に
絞
り
込
み
、
平
成　

年
１
月　

日
、
用
地
購
入
費
や
造
成
費
が

２４

２６

か
か
ら
ず
、
早
期
に
着
工
で
き
る
点
が
選
定
の
決
め
手
に
な
っ
た
と
し
て
、
石
巻
駅
前
に
決

定
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
報
道
後
、
市
民
の
多
く
の
皆
様
か
ら
、
目
の
前
の
現
実
だ
け
で
方
針

が
二
転
三
転
し
、
目
先
の
経
済
性
だ
け
で
決
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
市
民
に
と
っ
て
使
い
勝

手
の
よ
い
場
所
に
病
院
を
作
っ
て
欲
し
い
と
、
言
っ
た
よ
う
な
声
が
多
く
聴
か
れ
た
。
そ
こ
で
、

１.

石
巻
駅
前
周
辺
は
、
津
波
で
冠
水
し
、
１
階
部
分
が
浸
水
し
た
。
こ
の
た
め
、
１
階

は
駐
車
場
と
し
、
２
階
部
分
か
ら
病
院
機
能
を
備
え
る
と
し
た
計
画
で
あ
る
が
、
開
院

を
急
ぐ
あ
ま
り
患
者
や
体
の
不
自
由
な
弱
者
軽
視
で
は
な
い
か
。
１
階
こ
そ
が
重
要
な

位
置
。
こ
れ
か
ら
も
不
慮
の
災
害
は
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て
発
生
す
る
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
市
民
病
院
と
し
て
再
考
す
べ
き
で
あ
る
。

２.

現
状
で
も
穀
町
通
り
、
立
町
通
り
、
駅
前
周
辺
は
、
狭
隘
な
道
路
で
、
交
通
渋
滞
、

交
通
マ
ヒ
の
状
態
、
一
刻
を
争
う
救
急
車
の
走
行
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
、
誰
の
目

に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
交
通
ア
ク
セ
ス
は
、
多
く
の
市
民
が
心
配
し
て
い
る
。
車
社
会

に
見
合
っ
た
、
他
の
適
地
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

３.

先
に
示
さ
れ
た
３
か
所
の
候
補
地
の
う
ち
、
蛇
田
中
学
校
周
辺
と
渡
波
根
岸
前
周
辺
は
、

１
０
０
人
以
上
の
地
権
者
交
渉
が
必
要
で
基
盤
整
備
に
時
間
が
か
か
る
。
は
じ
め
か
ら
、

駅
前
駐
車
場
と
決
め
て
い
た
の
か
と
、
話
す
市
民
も
い
る
。
選
考
過
程
が
不
透
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
市
長
は
多
く
の
議
員
か
ら
も
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
、
病
院
開
院
ま
で

に
周
辺
整
備
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
言
葉
だ
け
で
何
も
具
体
策
を
示
さ
な
い
ま

ま
、
今
回
の
予
算
計
上
と
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
整
備
を
行
な
い
、
心
配
さ
れ
て
い
る

交
通
渋
滞
の
解
消
に
努
め
る
の
か
。
そ
の
時
期
は
、
い
つ
ま
で
な
の
か
。
そ
し
て
、
周
辺
整

備
に
ど
れ
だ
け
の
事
業
費
予
算
が
投
入
さ
れ
る
の
か
、
全
く
示
さ
れ
な
い
ま
ま
の
予
算
上
程

で
あ
る
。
石
巻
市
立
病
院
の
再
建
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
石
巻
駅
前
駐
車
場
は
、
新
病

院
の
建
設
地
と
し
て
は
、
非
常
に
懸
念
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
市
立
病
院
建
設
地
に
つ
い
て
、
今
一
度
原
点
に
返
り
、
他
の
場
所
へ
の
再
考
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

決

議

第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
決
議
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第　

号
議
案
平
成　

年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

39

24
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・石巻市損失補償契約に係る回収納付金を受け取る権
利の放棄に関する条例
・石巻市診療所条例の一部を改正する条例

・平成２３年度石巻市一般会計補正予算（第１０号）
・平成２３年度石巻市水産物地方卸売市場事業特別会計
補正予算（第５号）
・平成２３年度石巻市下水道事業特別会計補正予算（第
３号）
・平成２３年度石巻市漁業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号）
・平成２３年度石巻市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第３号）

（２月10日開催）

第２回臨時会に提出された議案と審議結果

条 例条　　例 （原案可決）

予 算予　　算 （原案可決）

第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
次
の
１
件
で
す
。

提提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出出
さささささささささささ
れれれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたたた
陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情

■
防
災
対
策
な
ど
住
民
の
安
心
・
安
全
を
支
え
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め

る
要
請
書

・
地
域
主
権
改
革
等
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、
国

の
出
先
機
関
の
廃
止
、
移
譲
は
行
な
わ
ず
体
制
・
機
能

の
充
実
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
。

（
提
出
者
）

　

国
土
交
通
労
働
組
合
東
北
地
方
協
議
会

　

議
長　

後
藤　

明
広

　
議
員
全
員
へ
参
考
回
付
し
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
誓
う
決
議

　

平
成　

年
３
月　

日
午
後
２
時　

分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

２３

１１

４６

災
は
、
３
、
２
８
０
名
に
及
ぶ
石
巻
市
民
の
尊
い
生
命
を
奪
い
、

今
も
な
お
５
５
３
名
の
方
が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

石
巻
市
議
会
は
、
こ
こ
に
犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
と
、

そ
の
御
遺
族
に
対
し
、
改
め
て
、
衷
心
よ
り
深
く
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

大
震
災
か
ら
１
年
が
経
ち
、
本
市
に
お
い
て
は
、
今
な
お
甚
大

な
被
害
の
つ
め
跡
が
色
濃
く
残
る
中
、
復
興
へ
向
け
歩
み
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

震
災
直
後
か
ら
、
市
議
会
は
市
と
一
体
と
な
り
、
国
や
関
係
機

関
に
対
し
強
力
に
支
援
の
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
生
活
の

再
建
を
め
ざ
し
、
各
分
野
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
震
災
に
よ
る
被
害
は
甚
大

で
あ
り
、
住
宅
の
供
給
や
保
健
・
福
祉
・

医
療
等
の
被
災
者
支
援
の
充
実
の
ほ
か
、

産
業
・
経
済
・
雇
用
の
復
興
な
ど
解
決

す
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　

今
後
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り
、
そ

し
て
新
た
な
石
巻
の
街
づ
く
り
に
向
け

た
取
り
組
み
が
本
格
化
し
て
い
く
が
、

石
巻
を
愛
す
る
市
民
が
、
こ
の
大
震
災

を
乗
り
越
え
、
元
の
暮
ら
し
を
取
り
戻

し
、
街
が
力
強
く
再
生
す
る
た
め
、
石

巻
市
議
会
は
今
後
と
も
あ
ら
ゆ
る
努
力

を
傾
注
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

震
災
か
ら
１
年
が
経
過
し
た
本
日
こ

こ
に
、
石
巻
市
議
会
は
、
１
日
も
早
く

市
民
生
活
を
安
定
さ
せ
る
と
と
も
に
、

石
巻
を
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
、
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
、
世
界
の

復
興
モ
デ
ル
都
市
を
め
ざ
し
、
全
議
員

が
総
力
を
結
集
し
て
、
必
ず
や
、
わ
が

郷
土
・
石
巻
の
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
、
決
議
す
る
。

▲３月11日開催の本会議において全会一致で決議を可決

　

第
１
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
次

の
２
件
で
す

提提提提提提提提提提
出出出出出出出出出出
ささささささささささ
れれれれれれれれれれ
たたたたたたたたたた
請請請請請請請請請請
願願願願願願願願願願

提
出
さ
れ
た
請
願

■「
死
別
の
父
子
家
庭
も
ひ
と
り
親
家
庭

と
し
て
平
等
に
国
に
支
援
を
求
め
る
意

見
書
」
の
提
出
方
請
願

【
請　

願　

者
】

　

仙
台
市
太
白
区
中
田
三
丁
目　

－

　
１０

２２

　

全
国
父
子
家
庭
支
援
連
絡
会

　

宮
城
県
父
子
の
会　

村
上
よ
し
の
ぶ

【
請
願
要
旨
】

・
死
別
の
父
子
家
庭
に
お
い
て
も
『
ひ
と
り
親
家

庭
』
と
し
て
平
等
に
経
済
・
就
労
・
貸
付
・
雇
用

促
進
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
策
を
求
め
る
。

※
こ
の
２
件
の
請
願
は
保
健
福
祉
委
員
会
で
審
査
、

本
会
議
で
採
択
さ
れ
、
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

■「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る
基

本
法
（
仮
称
）」
の
法
制
化
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

【
請　

願　

者
】

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３－

７－

４

　

宮
城
県
精
神
障
が
い
者
家
族
連
合
会

　

代
表　

笠
神
勝
男

【
請
願
要
旨
】

・
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
の
総
合
的
、
長
期
的

な
政
策
を
保
障
す
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り

推
進
す
る
基
本
法
（
仮
称
）」
の
制
定
を
強
く
求

め
る
。




